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１８回⽬の年度末研究成果報告会とのこと、まことにおめでとうござい
ます！ また、論理と感性のグローバル研究センターも次年度は７年⽬
に⼊るとのこと、岡⽥光弘センター⻑はじめ諸先⽣⽅、職員、関係者の
⽅々の多⼤なご貢献、ご尽⼒に、深く敬意を表するとともに、⼼から感
謝申し上げます。２００２年の２１世紀COE発⾜当時のことを思い出し
ますね！ 論理と感性の関係を多様な⾓度から理解していく学問の道を、
分野を横断し、塾のキャンパスを横断し、国際的な共同研究の場を創り
つつ、開拓されてきた実績は、何ものにも代えられない貴重な学術的成
果だと存じます。現在の⽇本と世界が直⾯している課題の中でも最も深
い、きわめて重要な哲学的・⼈間学的課題への挑戦であり、⼤きな貢献
です。そのことを早くから⾒抜き、１８年にわたって持続・発展を続け
てこられた関係者、⽀援者の皆様に⼤きな拍⼿を送るとともに、セン
ターのますますの発展と学問の蓄積を⼼より祈念申し上げます。


